
(57)【要約】

【課題】節の多い木材や高含水率材を圧密処理する際に

、被処理木材中の水分の蒸気化による割れや裂け等の損

傷発生を防止し、かつ、均一な圧密処理を可能とする。

【解決手段】１段又は多段式熱プレスの固定側熱盤３上

に円錐台状に加工した穴あき金属板４を敷設して被処理

木材５を載置するとともに、被処理木材５と可動側熱盤

１間に平滑な金属板６を介在させて可動側熱盤１を押圧

することにより被処理木材５を圧締し、かつ、圧密処理

中の被処理木材５に対して、穴あき金属板４の加工した

穴を介して加熱水蒸気を送り込むようにする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 木 材 の 密 圧 装 置 に お い て 、 １ 段 又 は 多 段 式 熱 プ レ ス の 固 定 側 熱 盤 上 に 、 縦 ・ 横 に 、 無 数
の 円 錐 台 状 の 穴 を 穿 設 し た 穴 あ き 金 属 板 を 、 円 錐 台 状 に 加 工 し た 穴 が 逆 に な る よ う 敷 設 し
、 該 穴 あ き 金 属 板 の 上 に 、 被 処 理 木 材 を 載 置 し 、 鋼 板 を 介 し て 可 動 側 熱 盤 を 押 圧 し 、 圧 密
処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 木 材 圧 密 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 木 材 の 密 圧 装 置 に お い て 、 １ 段 又 は 多 段 式 熱 プ レ ス の 固 定 側 熱 盤 上 に 敷 設 す る ， 縦 ・ 横
に 、 無 数 の 円 錐 台 状 の 穴 を 穿 設 し 、 か つ 、 被 処 理 木 材 に 接 す る 面 の 反 対 側 に 、 溝 切 り 加 工
を 施 し た 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 を 設 け 、 該 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 に 被 処 理 木 材 を 載 置 し 、 圧 締
し た 際 に 加 工 し た 穴 か ら 発 生 す る 加 熱 水 蒸 気 を 、 溝 及 び 円 錐 台 状 の 穴 を 介 し て 、 均 一 に 圧
密 処 理 中 の 被 処 理 木 材 に 送 り 込 む こ と を 特 徴 と す る 木 材 圧 密 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 被 処 理 木 材 の 水 分 含 有 率 が 、 ５ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 木 材 圧 密 処 理 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 木 材 圧 密 処 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 木 材 の 熱 プ レ ス 圧 密 装 置 に 、 プ レ ス す る 面 を 多 孔 質 の 材 料 で 形 成 す る 圧 密 装 置 が あ る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 木 材 の 熱 プ レ ス 圧 密 装 置 の 熱 盤 の 木 材 と 接 触 す る 接 触 面 は 、 木 材 が 鉄 イ オ ン 汚 染
に よ り 黒 色 化 し な い 材 質 か ら な る こ と が 好 ま し く 、 ス テ ン レ ス 鋼 や ア ル ミ ニ ウ ム 鋼 、 ま た
メ ッ キ さ れ た 普 通 鋼 が 良 い と さ れ て い る 。 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 圧 密 処 理 を 施 す 木 材 の 含 水 率 が 高 す ぎ る 場 合 に は 、 固 定 化 処 理 中 に 木 材 に 割 れ
や 裂 け 等 の 損 傷 が 発 生 し 、 歩 留 ま り が 悪 く な る と 共 に 、 固 定 化 処 理 後 に お け る 木 材 の 乾 燥
に 起 因 し て 、 収 縮 等 の 変 形 が 著 し く 製 品 と し て の 価 値 を 失 う こ と が あ る 、 と さ れ て い る （
特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ９ ０ ５ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ３ ７ ０ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 木 材 の 圧 密 方 法 は 、 乾 燥 木 材 （ ２ ５ ％ 以 下 ） を 圧 力 容 器 内 で 水 蒸 気 に よ り 軟 化 点
以 上 に 加 熱 圧 縮 後 、 高 温 ・ 高 圧 の 水 蒸 気 を 導 入 す る 方 法 や 、 密 閉 可 能 な 金 型 の 互 い に 対 向
す る 熱 盤 間 に 木 材 を 収 容 し て 、 熱 盤 に よ り 木 材 を 軟 化 点 以 上 に 加 熱 す る と と も に 、 圧 縮 し
た 状 態 で 高 温 ・ 高 圧 の 水 蒸 気 を 導 入 す る 方 法 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 ど の 方 法 も 実 用 化 の 段 階 で あ る も の の 、 節 の 多 い 木 材 は 、 実 際 の 処 理 に は ほ と
ん ど 使 用 さ れ て い な い の が 実 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ の 理 由 は 、 節 を 含 め そ の 近 く の 部 分 で は 含 水 率 が 高 い 場 合 が 多 く 、 処 理 中 に 木 材 中 の
水 分 が 蒸 気 化 し 割 れ や 裂 け 等 の 損 傷 が 発 生 す る 。 ま た 、 節 の 繊 維 方 向 が 処 理 木 材 の 繊 維 方
向 と 直 角 の た め 、 圧 締 す る こ と に よ り 繊 維 が 潰 さ れ て 処 理 後 に 節 が 抜 け て し ま う か ら で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 圧 密 処 理 に は 、 金 網 や 透 水 性 の シ ー ト 、 ま た は 、 金 属 製 の 穴 あ き 板 が 使 用 さ れ
る が 、 破 れ る 等 の 耐 久 性 の 問 題 や 、 節 な ど が 網 や 金 属 盤 に め り 込 ん で 取 れ な く な る と い う
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問 題 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 圧 密 処 理 の 対 象 と さ れ る 軟 質 材 で あ る ス ギ は 、 伐 採 直 後 で は 、 辺 材 が １ ６ ０ ％
程 度 、 心 材 が ５ ５ ％ 程 度 も あ り 、 乾 燥 す る た め の エ ネ ル ギ や 時 間 を 多 大 に 消 費 す る と い う
欠 点 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 木 材 を 圧 密 す る 方 法 と し て 、 第 １ の 課 題 と し て 、 加 熱 ・ 高 温 ・ 高
圧 処 理 を さ れ る 場 合 の 実 用 化 の 問 題 と な っ て い た 、 節 の 存 在 す る 被 処 理 木 材 や 、 高 含 水 率
材 に つ い て 圧 密 処 理 す る こ と を 可 能 と す る 方 法 を 開 発 す る こ と で あ り 、 ま た 、 第 ２ の 課 題
と し て は 、 被 処 理 木 材 を 均 一 に 密 圧 処 理 す る 方 法 を 開 発 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 １ 段 又 は 多 段 式 熱 プ レ ス の 熱 盤 間 に 、 縦
・ 横 に 、 無 数 の 円 錐 台 状 の 穴 を 穿 設 し た 穴 あ き 金 属 板 を 、 円 錐 台 状 に 加 工 し た 穴 が 逆 に な
る よ う 敷 設 し 、 該 穴 あ き 金 属 板 の 上 に 、 被 処 理 木 材 を 載 置 し 、 鋼 板 を 介 し て 可 動 側 熱 盤 を
押 圧 し 、 圧 密 処 理 す る こ と を 特 徴 し 、 熱 盤 を 上 下 に 開 放 し た 際 、 穴 あ き 金 属 板 か ら 圧 密 処
理 さ れ た 木 材 を 容 易 に 取 り 除 く こ と を 可 能 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 穴 あ き 金 属 板 の 被 処 理 木 材 に 接 す る 面 の 反 対 側 に 溝 切 り 加 工 を 施 し 、 圧 締 し た 際
に 発 生 す る 加 熱 水 蒸 気 を 、 蒸 気 爆 発 を 起 こ さ せ る こ と な く 加 工 し た 円 錐 台 状 の 穴 及 び 溝 を
介 し て 、 均 一 に 圧 密 処 理 中 の 被 処 理 木 材 に 送 り 込 め る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 第 １ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 効 果 は 次 の と お り で あ る 。 す な わ ち 、 １ 段 又 は 多 段 式 熱
プ レ ス の 熱 盤 間 に 、 縦 ・ 横 に 、 無 数 の 円 錐 台 状 の 穴 を 穿 設 し た 穴 あ き 金 属 板 を 、 円 錐 台 状
に 加 工 し た 穴 が 逆 に な る よ う 敷 設 す る た め 、 該 穴 あ き 金 属 板 に 、 圧 締 に よ り 木 材 の 節 を 含
む 面 が 押 し 付 け ら れ 、 穴 を 含 む 金 属 板 の 面 に 、 被 処 理 木 材 の 節 が め り 込 も う と し て も 、 円
柱 形 の 穴 で あ れ ば 、 節 の 一 部 が 穴 に め り 込 ん で 押 し 付 け ら れ 抜 け な く な る が 、 本 発 明 に よ
る と 、 円 錐 台 状 に 加 工 し た 穴 に 穿 設 し て お り 、 そ の 結 果 、 め り 込 ん で も 穴 に 広 が り の 角 度
が つ い て い る た め 容 易 に 抜 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ の 課 題 解 決 手 段 に よ る 効 果 は 次 の と お り で あ る 。 す な わ ち 、 含 水 率 の ５ ０ ％
を 超 え る 被 処 理 木 材 は 、 熱 盤 に よ り 圧 締 し た 際 に 加 熱 蒸 気 に よ り 爆 発 し 裂 け て し ま う が 、
穴 あ き 金 属 板 の 被 処 理 木 材 に 接 す る 面 の 反 対 側 に 加 工 さ れ た 溝 に よ り 、 １ 箇 所 の 穴 内 に 蒸
気 を 留 め る こ と な く 、 溝 を 介 し て 他 の 穴 に も 蒸 気 を 均 一 に 圧 密 処 理 中 の 木 材 に 送 る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 と と も に 、 本 発 明 の 木 材 圧 密 処 理 方 法 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 詳 細 に
説 明 す る 。 図 １ は 、 被 処 理 木 材 の 圧 密 装 置 の 熱 圧 部 分 の 断 面 図 、 図 ２ は 、 本 発 明 に 使 用 す
る 穴 あ き 金 属 板 の 平 面 図 、 図 ３ は 、 本 発 明 に 使 用 す る 穴 あ き 金 属 板 の 断 面 図 、 図 ４ は 、 各
穴 を 通 る 溝 を 形 成 し た 穴 あ き 金 属 板 の 平 面 図 、 図 ５ は 、 本 発 明 に 使 用 す る 穴 あ き 溝 切 り 金
属 板 の 断 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 発 明 の 第 一 の 発 明 の 一 実 施 例 を 詳 述 す る と 、 木 材 の 密 圧 装 置 に お い て 、 １ 段 又 は 多
段 式 熱 プ レ ス の 固 定 側 熱 盤 （ ３ ） 上 に 、 縦 ・ 横 に 、 無 数 の 円 錐 台 状 の 穴 を 穿 設 し た 穴 あ き
金 属 板 （ ４ ） を 、 円 錐 台 状 に 加 工 し た 穴 （ ７ ） が 逆 に な る よ う 敷 設 し 、 該 穴 あ き 金 属 板 （
４ ） の 上 に 、 被 処 理 木 材 （ ５ ） を 載 置 し 、 鋼 板 （ ６ ） を 介 し て 可 動 側 熱 盤 （ １ ） を 押 圧 し
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、 圧 密 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 木 材 圧 密 処 理 方 法 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す 木 材 の 圧 密 装 置 の 熱 圧 部 分 に お い て 、 （ １ ） は 、 可 動 側 熱 盤 、 （ ２ ） は 、 木
材 の 圧 密 厚 さ を 調 整 す る た め の 金 属 板 、 （ ３ ） は 固 定 側 熱 盤 で あ る 。 被 処 理 木 材 （ ５ ） を
圧 密 す る 際 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 穴 あ き 金 属 板 （ ４ ） を 固 定 側 熱 盤 （ ３ ） の 上 に 敷 設 し 、 被 処
理 木 材 （ ５ ） を 載 置 し て 、 さ ら に 平 滑 な ス テ ン レ ス 鋼 板 （ ６ ） を 、 該 被 処 理 木 材 （ ５ ） を
挟 み 込 む よ う に 載 置 し て 、 可 動 側 熱 盤 （ １ ） で プ レ ス す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 こ の 発 明 の 第 二 の 発 明 の 一 実 施 例 を 詳 述 す る と 、 木 材 の 密 圧 装 置 に お い て 、 １
段 又 は 多 段 式 熱 プ レ ス の 固 定 側 熱 盤 （ ３ ） 上 に 敷 設 す る 、 縦 ・ 横 に 、 無 数 の 円 錐 台 状 の 穴
（ ７ ） を 穿 設 し 、 か つ 、 被 処 理 木 材 （ ５ ） に 接 す る 面 の 反 対 側 に 、 溝 （ ８ ） 切 り 加 工 を 施
し た 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 （ ４ ′ ） を 設 け 、 該 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 （ ４ ′ ） に 被 処 理 木 材 （
５ ） を 載 置 し 、 圧 締 し た 際 に 加 工 し た 穴 （ ７ ） か ら 発 生 す る 加 熱 水 蒸 気 を 、 溝 （ ８ ） 及 び
円 錐 台 状 の 穴 （ ７ ） を 介 し て 、 均 一 に 圧 密 処 理 中 の 被 処 理 木 材 に 送 り 込 む こ と を 特 徴 と す
る 木 材 圧 密 処 理 方 法 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ れ ら 第 一 の 発 明 及 び 第 二 の 発 明 で 使 用 さ れ る 被 処 理 木 材 （ ５ ） の 水 分 含 有 率 は
、 ５ ０ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 穴 あ き 金 属 板 （ ４ ） の 具 体 的 な 構 成 を 図 ２ に お い て 示 す と 、 穴 あ き 金 属 板 （ ４ ） の
平 面 図 で あ る が 、 円 錐 台 状 の 穴 （ ７ ） は 、 縦 ・ 横 方 向 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ て お り 、 具 体 的
な 一 例 と し て は 、 穴 あ き 金 属 板 （ ４ ） の 断 面 で 、 円 錐 台 状 の 穴 （ ７ ） が 被 処 理 木 材 （ ５ ）
に 接 す る 面 で 、 直 径 は ６ mm、 穴 の 間 隔 は ２ mm、 固 定 側 の 熱 盤 ３ に 接 す る 面 で 直 径 は ５ mm、
穴 の 間 隔 は ３ mmに 加 工 し 、 該 穴 の 傾 斜 角 は １ ４ ° で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 穴 あ き 金 属 板 （ ４ ） に 穿 設 し 円 錐 台 状 の 穴 （ ７ ） は 、 縦 ・
横 等 間 隔 で 配 置 さ れ 、 各 穴 （ ７ ） は 菱 形 状 に 溝 （ ８ ） で 結 ば れ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に
、 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 （ ４ ′ ） の 断 面 は 、 円 錐 台 状 の 穴 （ ７ ） が 被 処 理 木 材 （ ５ ） に 接 す
る 面 で 直 径 は ６ mm、 穴 の 間 隔 は ２ mm、 固 定 側 熱 盤 （ ３ ） に 接 す る 面 で 直 径 は ５ mm、 穴 （ ７
） の 間 隔 は ３ mmに 加 工 し た 。 穴 （ ７ ） の 傾 斜 角 は １ ４ ° で あ る 。 溝 （ ８ ） は 深 さ １ mm、 幅
１ ． ６ mmで あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 （ ４ ′ ） を 使 用 し て 図 １ の 仕 様 で ス ギ 板 材 を 、 被 処 理 木 材 （ ５
） と し て 圧 密 処 理 を 行 っ た 。 圧 密 処 理 条 件 は 、 長 さ ４ ０ ０ mm、 巾 １ ５ ０ mm、 厚 さ ６ mm、 含
水 率 ８ ９ ％ の ス ギ 板 材 を 、 熱 盤 温 度 ２ ０ ０ ℃ 、 圧 縮 率 ５ ０ ％ で １ 時 間 熱 圧 締 し た 。 熱 盤 間
で は 蒸 気 圧 力 の 調 整 を せ ず 、 蒸 気 を 開 放 し た 。 圧 締 が 終 了 す る と す ぐ に 熱 盤 の 間 隔 を 広 げ
、 １ ／ ２ の 厚 さ に な っ た ス ギ 板 材 を 取 り 出 し 、 常 温 に な る ま で 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 圧 密 処 理 木 材 の 圧 密 固 定 化 確 認 試 験 を 行 っ た 。 圧 密 処 理 に よ り 得 ら れ た 木
材 を 長 さ 方 向 に ８ ０ mmづ つ ４ 枚 に 切 断 し 、 ２ 枚 を ３ ０ ℃ の 水 に １ 時 間 浸 漬 後 １ ０ ５ ℃ で ２
４ 時 間 乾 燥 さ せ て 側 面 中 央 部 厚 さ を 測 定 し た 。 ま た 、 残 り の ２ 枚 を 沸 騰 中 に １ 時 間 浸 漬 後
１ ０ ５ ℃ で ２ ４ 時 間 乾 燥 さ せ て 側 面 中 央 部 厚 さ を 測 定 し た 。 放 射 方 向 に お け る 厚 さ 変 化 率
を 、 変 化 率 （ ％ ） ＝ （ 浸 漬 ま た は 煮 沸 後 の 全 乾 厚 さ ÷ 圧 密 固 定 処 理 後 の 厚 さ － １ ） × １ ０
０ と し て 計 算 し た 結 果 、 水 浸 漬 処 理 材 の 変 化 率 は 平 均 ４ ． ８ ％ 、 煮 沸 処 理 材 の 変 化 率 は 平
均 １ ４ ． ０ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 比 較 と し て 、 穴 あ き 金 属 板 （ ４ ） の 替 わ り に 穴 の 開 い て い な い ス テ ン レ ス 鋼 を 挿 入 し 、
含 水 率 が ５ ０ ％ を 超 え る ス ギ 板 材 を 熱 圧 締 し た 結 果 、 木 材 が 何 箇 所 も 繊 維 状 に 裂 け て 、 板
材 と し て の 形 状 を な さ な か っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 発 明 に よ る と 、 木 材 の 圧 密 処 理 方 法 の 技 術 を 確 立 し 、 実 施 す る こ と に よ り 産 業 上 の
利 用 可 能 性 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 木 材 圧 密 処 理 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 使 用 す る 穴 あ き 金 属 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 使 用 す る 穴 あ き 金 属 板 の 拡 大 断 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 使 用 す る 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 使 用 す る 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 可 動 側 熱 盤
　 ２ 　 厚 さ 調 整 板
　 ３ 　 固 定 側 熱 盤
　 ４ 　 穴 あ き 金 属 板
　 ４ ′ 穴 あ き 溝 切 り 金 属 板
　 ５ 　 被 処 理 木 材
　 ６ 　 平 滑 な 金 属 板
　 ７ 　 円 錐 台 状 の 穴
　 ８ 　 溝

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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